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短編の構造と短編集全体の構造との関わりについて論じた 4 章で構成される。第 1 章では『西鶴諸国
はなし』における謡曲の詞章や和歌、伝説の引用、援用による物語の構造化の機構が、『本朝二十不
孝』を扱う第 2 章では意図的な配列に基づく短編集全体の構成の仕組みが明らかにされる。続く第 3
章では『懐硯』が積層構造という可塑的な骨組みや各話の多様な接続を可能とするネットワーク的な
構造に支えられていること、第 4 章では『新可笑記』において「理と非」「虚と実」「生と死」の二元
的構造が敷設されつつ無化、相対化される表現の機構を論じている。「第三部 西鶴浮世草子の新機
軸」は、〈身〉〈顔〉〈こころ〉や兄弟姉妹、〈背負い〉等の多様なモチーフを視点に据え、また挿絵も
参照しつつ西鶴浮世草子の諸作品を縦横に論じ、それらの伝統的な文学的モチーフを独自に活かすこ
とによって生み出された西鶴浮世草子の新たな表現スタイルを指摘している。 
本論文は、以上のように西鶴の浮世草子に周到な分析を加えることをとおして、西鶴小説の固有
性の所在を明らかにしている。多様な解釈を許容する西鶴文学に関しては、これまで膨大な研究の
蓄積があるが、それらの先行研究とは異なる斬新な視点とテーマの設定に基づき、丹念な本文解釈
をとおして数多くの新見を提示している本論文の成果は、斯学の発展に寄与するところ多大なるも
のがある。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
 
